
『
繪
畫
講
話
』
を
所
持
す
、
吉
田
氏
『
寫
生
旅
行
』

『
最
新
水
彩
畫
法
』と
交
換
を
乞

ふ
、
又
は
適
當

の
價

に
て
御
賣
り
申

て
も
よ
ろ
し

(埼

玉
縣
入

間
郡
川
越
町
北
久
保
町
肥
塚
方
中
島
浮
城
)
團

『
洋
畫
講
義
録
』全
部

(
合
本
ク
ロ
ー
ス
背
革
欠

本
な
し
)
三
圓
五
十
銭
以
上
に
て
大
至
急
譲
り

た
し
○
審
美
書
院
發
行
第

二
回
公
設
展
覧
會
圖

録
洋
書
の
部
譲
受
た
し

(淺
草
區
西
鳥
越

二
、

關
方
不
朽
生
)
■
十

六
切
形

ス
ケ
ッ
チ
箱
原
價

三
圓
一
二

回
使
用
せ
し
も
の
送
料
共
二
圓
に
て

譲
る
、
着
金
次
第
送

る

(静
岡
布
静
岡
中
學
校

内
島
崎
淸
)
■
ホ
ー

ス
タ
ー
臨
畫

帖
全
部
七
十

二
册
揃
、
最
も
新
し
き
も
の
あ
り
、
大
廉
價

三

圓
八
十
銭
に
て
、
昨
年
三
號
發
行
ス
タ
ヂ
オ

一

部
三
十
五
銭
に
で
譲

る
○
肉
筆
交
換
希
望

(
三

重
縣
椋
本
局
區
内
多
門
駒
田
彦
太
郎
)
■
油
繪

道
具
の
う
ち
、
油
壷

、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
、

パ

レ
ッ
ト
を
除
き
其
他
約
束
濟
。
三
脚
も
同
様
パ

レ
ッ
ト
、
パ
レ
ッ
ト
ナ
イ
フ
、
油
壼
の
三
個
送

料
共
七
十
五
銭
に
て
譲

る
、
又
は
同
價

の
美
術

雑
誌
と
交
換
す
る

も
よ
し
○
肉
筆
水
彩
繪

葉
書

交
換
希
望
○
吉
田
氏
『
寫
生
旅
行
』
上
製
送
料
共

一
圓
三
十
銭
に
、
橋
本
辻
家
両
氏
著

『
洋
畫
二

斑
』
同

じ
く
六

十
銭
、

二
册

入
用
な
ら

一
圖

七

十
銭
で
譲

る
(
神
奈

川
縣
鎌

倉

長
谷
堀

谷
一

郎

)

■『洋
畫
画
講
義
録

』
全
部

合
本

せ
る
も

の
安
價

に

て
譲

る
(
呉
市

松
本
町

二
、
今
井
哲

三
)
■
ワ
ッ

ト

マ

ン
十
六
切

上
製
畫

嚢

、
机

上
畫

架

、

ニ
ユ

ト
ー

ン
製

ア
ル

ミ

ニ

ユ
ー
ム
水
彩
丸
形

パ

レ
ッ

ト
、
ボ

ー
ル
ジ

ヨ
イ

ス
水
彩
繪

具
十

八
色

入
、

油
繪

ス
ケ

ッ
チ
箱

上
等
桐
製
大

形

、
パ
レ
ッ
ト

ナ
イ
フ

、
以
上
何
れ

も
新

品
安
價

に
て
譲
り

た

し
乞

照
會
(
大

和
國

郡
山

町
淺

田
政
治

)
閣
ミ

レ

ー油
繪

ス
ケ

ッ
チ
箱
少

々
使
用

せ
し

も
の

(
元

價
三
圓

)
壹
圓

に
て
譲
り

た
し
(
京
橋
區

弓
町
四

高
村
政
次

郎
)
■

『
女
性

と
趣
味
』
御

不
用
の
方

は
譲

り
受
け
た

し

(
神
戸
市

荒
田

町
三
丁
目

一

八
〇

ノ

二
三

二
坂

上

一
二
■

石
見

の
飯

田
君
廻

覽
帖

は

一
先
中
止

の
よ
し
、
私
は
残
念

に
思

ふ

か
ら
發

起
者
と
な

り

て
實
行

し
た

く
、
小
數

で

も
熱

心
の
方

の
は
賛
成
を
願

ふ
。
規
定
は
、
鉛
筆

水
彩

等
種
類

を
問

は
ず
、
総

は
可
相
成
寫

生
を

主

と
し
、
畫

面
は

ワ
ッ
ト

マ

ン
十
六
切
大
位

ひ

と
し
、
畫

題
、
寫

生

の
月
日

、
天
候
等
を
別

紙

に
添

へ
て
、
御
郵

送
あ
ら
ば
結
構

(
津
市

立
町

二

二
太

田
新
太
郎

)

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ノ

　
　
　
　
紹

介

(
その
二
)

◎
夢

二
畫
集
花
の
巻
　
目
下
雜
誌
の
挿
繪
界
に

流
行
見
と
謡
は
る
ゝ
竹
久
君
の
木
版
畫
を
集
め

し
も
の
。
未
醒
の
澁
味
な
く
、
芋
銭
の
剰
逸
な

く
、
成
美
の
品
位
な
け
れ
ど
、
華
や
か
に
し
て

落
筆
巧
み
な
れ
ば
、
現
代

一
部
の
青
年
男
女
に

歡
迎
せ
ら
る
こ
と
な
ら
ん
。
此
集
は
二
三
色
刷

の
木
版
数
葉
を
も
加

へ
、製
本
ま
た
美
な
り
(
定

價
四
十
銭
麹
町
二
丁
目
洛
陽
堂
發
行
)

◎
太
平
洋
畫
會
畫

集
　
昨
今
開
會
中
の
同
展
覽

會
作
品
四
十
九
點
を
集
め

た
り
。
例
年
の
分
に

比
し
て
印
刷
極
め
て
鮮
明
、
體
裁
ま
た
頗

る
ハ

イ
カ
ラ
な
り
。
地
方
に
在
て
、
東
都
畫
界
の
傾

向
を
知
ら
ん
と
す
る
人
に
は
必
需
の
書
な
る
べ

し

(定
債
八
十
銭
本
郷
區
眞
砂
町
三
八
高
尚
堂

發
行

■
福

井
市
に
於
て
、
本
年
八
月
水
彩
畫

の
夏
期

講
習
會
開
催

の
計
畫

あ
り
、
成
立

の
上
は
來
月

號
本
誌
に
廣
告
す

べ
く
該
地
方
讀

者
の
參
會
を

望
む
。


